
政
府
の
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
実
現
会
議
」
は
先
ご

ろ
、
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
基
本
方
針
」
を
と
り
ま
と
め

た
。
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
」
は
「
新
し
い
資
本
主
義
」

の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
、
持
続
可

能
な
経
済
社
会
の
実
現
を
目
指
す

も
の
。
地
方
の
社
会
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
で
、
日
本
の
新
し
い
成

長
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
」
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を

連
携
で
社
会
課
題
を
解
決
し
、
成

長
を
実
現
し
て
い
く
。
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
課
題
を
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

し
地
方
活
性
化
を
加
速
す
る
こ
と

が
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

の
意
義
だ
。

岸
田
首
相
は
基
本
方
針
に
つ
い

て
「
基
本
方
針
の
策
定
を
も
っ
て

一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
、
今
後

は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
政
府

一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
、
目
に
見

え
る
成
果
を
挙
げ
て
い
く
時
だ
」

と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
難
し
か
っ
た
新
し
い

地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
作
り
、
地

方
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
日
本

の
成
長
を
実
現
す
る
。
そ
う
し
た

新
し
い
社
会
づ
く
り
が
本
格
的
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

促
進
し
、
地
域
の
重
要
な
産
業
と

な
っ
て
い
る
観
光
業
の
デ
ジ
タ
ル

化
も
進
め
る
。
ま
た
、
地
方
活
性

化
を
目
指
す
た
め
に
一
定
程
度
以

上
の
人
口
を
地
方
で
維
持
す
る
こ

と
が
重
要
で
、
都
会
か
ら
地
方
へ

の
人
の
流
れ
を
生
み
出
し
、
に
ぎ

わ
い
の
創
出
や
地
域
の
取
組
を
支

え
る
担
い
手
の
確
保
を
図
る
こ
と

が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
の
た
め

「
転
職
な
き
移
住
」
を
掲
げ
、
地

方
創
生
に
資
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク

（
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
）
の
推

進
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

を
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
整
備
な
ど
、
地
方
へ
の
人
材
の

還
流
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
地
方

大
学
の
振
興
や
地
方
へ
の
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
置
推
進
、

産
学
官
の
連
携
に
よ
る
地
域
産
業

振
興
・
雇
用
創
出
、
高
校
の
機
能

強
化
な
ど
も
展
開
す
る
方
針
だ
。

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
」
は
、
地
方
の
社
会
課
題
を
障

害
物
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
成

長
の
エ
ン
ジ
ン
へ
と
転
換
し
て
い

く
も
の
だ
。
官
が
呼
び
水
と
な
っ

て
、
民
間
の
投
資
を
集
め
、
官
民

国
民
や
事
業
者
が
享
受
で
き
る
社

会
、
い
わ
ば
「
全
国
ど
こ
で
も
誰

も
が
便
利
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
社

会
」
を
目
指
す
も
の
だ
。
こ
れ
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
隘
路

だ
っ
た
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の

是
正
を
図
り
、
地
方
か
ら
全
国
へ

と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
成
長
を
推
進

す
る
。
具
体
的
な
課
題
解
決
の
目

標
と
し
て
は
「
地
方
に
仕
事
を
つ

く
る
」
「
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」

「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望

を
か
な
え
る
」
「
魅
力
的
な
地
域

を
つ
く
る
」
「
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
分
野
横
断
的
な
支
援
」

「
地
方
に
仕
事
を
つ
く
る
」
た
め

の
具
体
策
と
し
て
は
「
ベ
ン
チ

ャ
ー
投
資
や
社
会
的
投
資
の
拡
充
・

強
化
、
大
学
・
高
専
な
ど
の
連

携
」
を
促
進
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
容
易
に
な
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
「
農
機
等
の
遠
隔
操
作
、

農
作
業
の
軽
労
化
、
食
品
産
業
と

の
連
携
強
化
」
な
ど
ス
マ
ー
ト
農

林
水
産
業
の
活
性
化
を
促
進
。
ま

た
観
光
ア
プ
リ
の
活
用
、
決
済

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
へ
の
支
援
な
ど
観
光
Ｄ
Ｘ
を


